
　（別紙４-２） 事業所名：グループホームはるかぜ　　

作　成　日：　令和　6年　1月　9日

優先
順位

項目
番号
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感染症収束は予断を許さない状況として、自由
な外出や家族との外泊や外食などは自粛して
いる。今後は感染症対策に取り組みながら、
徐々に外出機会の枠を広げたり、日常的に外
気に触れ戸外に出る機会の取り組みに期待し
たい。

コロナウィルス感染症やインフルエンザの感
染の動向を見極めながら、できるだけ面会
制限を緩和していくとともに、外出機会を創
出していく。

①面会制限を緩和するための感染動向の基準
と緩和の内容を検討する。②冬期間は転倒の
危険性が高いので、天気や路面状況等を勘案
した中で外出機会を創っていく。春になったら
買い物にも一緒に行くなど、戸外に出る機会を
創っていく。
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　　　　　　　　　　　　目標達成計画

【目標達成計画】　


